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2
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り
戸
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特

　
　
　
性

　

形
、

　
ジ
ュ

ク

サ’
ン

ホ

シ

ク
ン

ト

ウ

屠…

起
心
もへ
託
9
苺

誌
象

に
趾
附

似
す

。

頭

部
は

前
胸
に

深
く

陷
入

し
複
眼
は

大
さ

中

庸
に

し
て

橢
圓
形
に

膨
起

す
。

上

唇
及
口

部
は

ナ
・

ホ

シ

タ
ン

ト

ゥ

屬

貸
o

毳
註
ミ

ミ

に

等

し
、

下

唇
鬚
の

末
節
噛

長
卵
形
を

呈
す

。

觸

角
は

短
小
に

し

て

基

部
細

し
。

前
胸

背
ほ

長
さ

よ

り

幅
大
に

し
て

兩
側

強
く

灣
曲
し

て

完
登

に

縁
取
ら

れ

中
央
に

於

て

幅
最
廣
し．

前

縁

角
は

稍
著
し

ー

頭
の

前
方
に

突
出
す

．

小

楯
板
は

中
庸
大

に

し

て

三

角
形

を
呈

す。

翅

鞘
の

形
默

は
ジ

ー

ウ

サ
ン

ホ

シ

タ

ン

ト

ウ

屬
に

酷

似
す

．

前
胸
板

に

は
龍
骨
線
を

敏
如

す
。

中
後
雨
脛
節
端
に

は

大
な

る

各

一

本
の

先
端

刺
を

裝
ひ

爪
は

簡
單
な

う
。

後
墓

節
聞
は

前
基

節
問

よ
b

蓬
に

狹
小
な

り
。

各
腿
節
端
は

體
側
に

出
づ

。

樹

第
一

腹

節

に

就

き

て

栗

崎

置ハ

澄

V

の

腿

節
線

は

劉
然
す。

水
邊
の

草
上

に

棲
息
す

る

も

甚
だ

稀
れ
な

　

り
。

本
屬
に

隷
す

る

も
の

本

邦
に

左
の

一

種

め

り
。

　

　
　
　
ジ

ュ

ウ

ク

ホ

シ

テ

ン

ト

ウ
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蟲
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第
｝
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卷
四
四
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挿
圃
）

　
（

大

正

四

年
）

。

　

　

本
種
は

形
猷

ジ

ュ

ウ

サ
ン

ホ

シ

ク

ソ

ト

ウ

　
掣
冒
、

ぢ
匙

§
毫
象

b
−

　
覧

§

§
ミ

炉

に

酷

似
す
る

も

遙
に

小

形
に

し

て

斑

紋
色

澤
共
に

　

後
者
と
可
成

箸
し

き

差
異

あ
る

を
以

て

容
易
に

區

別
す

る

こ

と
を

　

得
。

　

　

體
は

扁
卆
長

橢
圓

形

に

し
て

光

澤
あ
る

淡
黄
青
色
を
呈
す

。

　

　

頭
部

．

帶
黄
赤
色

に

し
て

其
後
縁
前

胸

と
の

接
合
部
は

黒

色
な

　

る

も

中
央
は

地

色

陷

入

し

て

僅

に

連
絡

を

保
て

り
。

複
眼
は

黒
色

　

觸
角
は
基

部
細
く

先

端
は

紡
錐
欺

に

膨

大

す
。

長
さ

殆

ど
鳶

胸
の

　

中

央

に

達
す

。

點
刻
は

細
微
に

し
て

密
な

う
。

　

　
胸

部
。

前

胸
背
に

は

六

個
の

大
な

る

橢
圓

形
の

黒

絞
を

装
ひ
其

　

内
四

個
は

前

繰
に

他

は

後
縁
に

沿
ひ
て

位

麗
す

。

頭

部
と

殆

ど
洞
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檬
に

點
刻
せ

ら
る

、

小

棔
板
は

黒
色
に

し
て

前
胸
と
同

樣
な

る

點

刻
を
裝
ふ
。

　

翅
鞘

．

十

九
個
の

長
橢
圓
形
の

黒
絞
を

裝
ひ

内
一

個

は
小

楯
板

上

に

位
置

す
。

　
各
翅

鞘
上

に

於
け
る

斑

紋
排
列
の

様
式

は

牟
＋

障

＋
肋

＋
創っ

＋
】

な

b。

點
刻
は

大
に

し
て

判
然
す

．

　

體
下

。

胸
板
は

黒

色
な

る

も

中
胸
の

前
側

板
並

に

其

接
觸
部
は

青
色
な

り
。

腹
板
は

黒

色
な

る

も

兩
側

及
未

端
の

二

三

節
は

黄
褐

な

b
。

但

し
個
體
に

よ

う

て

第
四、

五
兩

節
の

色
は
一

定
せ

す
し

て

或
も
の

は

地

色
を

多
ぐ

殘
留
し
又

或
も
の

は

全

然
他
色

に

よ

り

て

交
代
せ

ら
る

よ

も
の

あ

り
。

　

脚
。

黄
褐
な

り
。

　

大
さ

ー
長

徑
三

粍、

短

徑
二

粍、

高
一
・

二

粍
曳

　

産
地

。

北

海

道
（

札
幌
）

、

本

土
（

東
京、

横
濱
）

。

団
5
＜

H

ω

氏
に

從

へ

ば

薪
潟

に

も

産
で
。

　
　
附
記

ー
→

晶

耄

切

氏
に

本

種
葎

歐

州
産

　
臥゜
博
S
誕
ミ
乱

象
尋
奄
竇
ご飾
ミ
β

明・

と

潅

の

諸

　
點
に

よ

り
て

區

馴
し

之

加

新

種
と

な
ぜ

リ
。

即
ち

　
　
一
、

斑

紋
の

後
者
よ

り
大

電

る

こ

と
。

　
　
一
、

色
澤
の

後
者
よ

リ

更
に

青
白

な
る

こ

と
。

　
　

＝

脚
の

後

者
よ

り

細

長
な

る

こ

と
。

　
　
一
、

體
の

輪
劃

後
者

よ

リ

細

長
亢
る

こ

と
。

　
　

て

點
謂

の

後

者
よ

り

大
に

し
て

判

然
ゼ

る

こ
と
。

　
等

と

す
，

然
れ

ど
も

予．
“

今
日

迄
主

要
な

る

數

種
の

交

献．
L
辞
塾

き

て

本

種
り

調
査

な

　
行
ひ

九

る

も

不

幸・
」

し

て

後
腫
と

の

差

異
な
發

見
イ

ゐ

こ

と

存

得

す
。

記

載、
鼠

勿

論

　
其
精

巧

な
る

圏
と

概
全

く
】

致
ノ
・

る

為

見
ゐ．．

予

口
未

だ

」

＝宀
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籌
〜
黜凹
ミ）門〜
ミ．−

　
“

§
の

標
品

な
檢
す

ろ

機

會
な

有
ゼ

ざ
る

な
以

て

俄
に

囈
言

で

ろ

こ

と

得
ざ

ろ

も
本

　
種

ば

測
と

し
て

彼
我

共
邁

の

他

屬
の

諸

種
な

比

較
ぐ

る

に
、

其
多

く

に
形

飛、

色
澤

　
斑

紋

點
鋼

等

に
必

す

し
も
一

致
せ

す

2
概
し

て

歐

州
産

に
日

本

産
に

比

し

て

點

刻
斑

紋

共
に

小

形

に

し

て

稀
れ
に

全

く

瑚
種
の

觀

な
呈

マ

る

も
の

み
り
。
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濫
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冒
博
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ミ
餞

ミ

ピ．
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伎
歐

州
産
の

斑

鮫

に

本
邦

種
の

僅

に

圭
i
晝
に

遯。
ぞ

ざ
る

も
の

多

し
、

又

脚
の

形

趺
に

至

り

て

も

亦
同

標
の

變

異
な

し

と

云

ふ

な

保

し

難
し

。

以

上

の

理

由
に

よ

り

て

予

に

本
種
を

殴

州
産

」・

蕊
寂
§
剛

7

Q

量
噂

ミ

ミ
戳

ミ

貝
・

と

全

く
伺
一

種
な

り
と

信

す
る

と

共

に

左

の

如

く

訂
正

ゼ

ん

こ

と
な

欲
ゴ

る

も
の

な

り
o

」
ミ

営
塾
ざ

言
（

ぎ
ぴ

§
誤
男
鷏

≦
）

§

§〜
§
9
ミ

鬼
§

§
ミ
＆

い゚

　

　

二
、

ヒ

メ

カ

メ

ノ

コ

ヲ
ン

ト

ゥ

屬
（

新
稱
）

　

　
　
　
N
 

q

毫
戦

ミ
象

ン

旨
u
。・

塗
日゜

　

　
⇒．
書

賽
夐

髯
d

瑟

−
u
畧
夛

守
b、

ド

窓
ぐ・
Q8

°
H

琶’

犀
H’

男

曽
。。

些
←

　
つ

曽
。 。

ご

国

監
爵
罰

国

舞
く
o
ピ

H．

即

韻
G。

（
ε冖
 ）・

　

體
は

橢
圓

形
に

し
て

背
面

少
し
（

膨
起
す

。

觸
角
は

細
長
に

し

て

第
九
節
は

倒
立

圓
柱

淞
を

呈
し

第
十

節
は

短
か

ぐ

球
状
な

b
。

末
師
の

先
端
は

圓
く

斜
に

切

斷
せ

ら
る

。

先

端
の

球
棍
部
は

稍
細

長
な

り
．

全

長

前

胸
の

基

部
に

逹
す

。

中
胸
の

前

縁

前
胸

板

突
起

と
の

接
合

部
は

灣

入

す
。

前

胸
の

前
縁
は

深

く

開

掘
せ

ら

れ

複
眼

の

後
縁
を

覆
は

す
。

二

龍
骨
線
を
具
ふ

。

翅
鞘
は

細
長
に

し
て

前

縁

角
は

圓

し
。

第
一

腹
節
の

腿

節
線
は

吉
圓
を

形

成
す

。

後
脛

節

端
は

勃
然
せ

る

刺
を
缺

如
す

。

爪
は

墓
齒
を

有
し

腿

節
端
は

體
側

に

出
づ｛）

表
面
黄
色
に

し
て

黒

紋
を

有
し
頗
る

變
異
性
に

富
む。

本

邦
に

左
の
一

種

三

變
種

を

産
す

。

一

｝

§
ミ
こ、

ミ
象

H・

申 t↓虧

’曾り甲鴇｝

一噌｝

冒冨
’・
畧゚
・

丶

−

こ

ミ
馬

ミ

ミ
象

語
d
」四
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≧
・

「

｝》
　
　

二

冒冠
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〜
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ミ
ミ
ミ
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（
曷

二
＝ρ
＝．
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〜
さ
賽
象
偽
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匡
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（

一
）

と

メ

カ

メ

ノ

コ

テ
ン

ト

ウ

　

　
　

　
　

〉・
§
ミへ
毳
o

§
ミ
＆
ミ
袋

H・’

　
6
ご
段
酬

§、
ミ

9》
ミ
ご
O氏
ミ，

詈
2

气層
懿

篇
辟「

翆
昏鹽
H
！

こ。

零u

δ
（
尸
酬
qo）．

　
 
、【
庵
ミ
ミ

こ
霎
ミ
気）
ミ
 

「・°
（

ポ、・、
門一
箪

碧
o
＜「
A
ロ

三“

勹

」
仙

刈

（
易
刈

ら’

　
栗
晦
i
昆
蟲

世

界
第
一
九

卷

四
四

七

頁
挿

圏
（

A
）

　
（

大

正

四

年
）

・

色

黄
赤
に

し
て

黒
色
の

斑

紋
を

有

す
る

小

形
種
に

し
て

斑
紋
の

變
異
性
に

富
む

種

類
な

う
。

　

頭
部

。

黄
赤
色
に

し
て

後
縁
は

黒

色
を

呈
し
複
眼
を

蓮

結

す
。

全

面
に

細
微
な

る

點

刻

を
密
布
す

。

複
眼
は

羆
色、

觸
角
は

赤
禍
な

b
も

　

胸

部
．

前
胸
背
は

黒

色
に

し
て

基

部
を

除
き
セ
る

周

縁
は

淡
黄

赤
色
に

し
て

點
刻
は

頭

部
と
殆
と

同
様
な

り
。

小

楯
板
は

黒

色
に

し
て

極
め

て

細
微
な

る

點
刻
を

裝
ふ
。

　

翅
鞘

。

淡

黄
赤
色

に

し

て

七

個
の

黒

紋
を

有
し

其
前
縁
角
に

近

き

二

紋
は

全
く

分
離
す
る

も

他
は

全

部
接

合
部
の

黒
條
と

連

絡

し

て
一

見

鼈
甲
樣
の

絞
理
を

構
成
す

。

點
刻
は

前
者
よ

り

粗
大
な

り
。

　

體
下

。

黒
色
に

し
て

腹
板
の

周
縁
は

黄
赤
色
を

呈
す

。

脚
は

淡

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
智

黄

赤
色
な

り
。

　

大
さ

ー
長
徑
四
…

四・
五

粍、

短
徑
三

ー
三

・

五

粍、

高
二

粍。

　

産
地

。

全
日

本

　

　
附
記

ー
右

ほ

最

普

通
な

る

型
に

就

き
て

記

載
し

六
う

も
の

に

し

て

屬
の

特、
性

の

項

　
に

就
て

蓮，へ
れ

る

が

如

く
、

本

種
り

斑
紋

は
頗
ろ

變

異
性
匚

富
む

な

以

て

翅

鞘
上

の

　
斑

栽

岡
一

に

し

て

頭
胸

部
の

色

彩
異
る

も

の

或
伎

又

全

く
之
に

相
反

す

う

も
り

尠

な

　
か

ち
す

。

　

　
（

二
）

カ

タ

ボ

シ

テ
ン

ト

ウ

　

　
　

等
遷
ミ
窮
象

§
ミ〜
。

ぎ
譜

炉
く・
’

同

薹
蕊
Q
ミ

ミ
傍

角
≧
の

三
。

善
皿・
）

　
9
乱

竜

ぎ
毳
憲

鴦
§曽
N
沁

団

鬘
ヨ
Ω

冐
孕

ロ慶

髱
瞭゜
国

畧’

で
Q。

O
〔
嵩

課〉・

　
、”
ミ

ミ
N

ミ

こ
ミ
ミ内、
き

ミ
轟

「」‘
く

髯、F
、
誉“・
ミ

ミ
詠

9』
許

勇゚
）

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
「

　
票
崎

　
昆

鍛
世

界
第
「

九

巻

四

四

八

頁

挿
圏
へ

C
）

　へ
大
正

四

年
）

、

　

形

状
色
澤

大
さ

共
に

原

種

に

等

し
．

翅
鞘
上

の

七

個
の

斑
絞
中

基

部
の

二

紋
を
殘
し
て

他

は

全

部
清
失

し
只

小

楯
板
の

後
方
の

接

合

部
に

存
す
る

長
方
形

の
一

絞
僅

に

痕

跡
を

止

む
る

に

過
ぎ

す
。

接
合

部
の

黒

縁
は

完
全
に

殘
存

す
。

　

産

地
。

全
日

本
。

　

　
（→
二
）

ヨ

ッ

ボ

シ

ヒ

メ

ヵ

メ

ノ

コ

テ

ン

ト

ウ

　

　

　
℃

ミ

ミ
書
蟄

§
ミ
。

ぎ
ミ

ピ．
く

弓

」
§
§
ミ

ミ
鼕

宍
d
卑

房

美
H．

　

栗
崎

1
昆

蟲
世

界
第
一

九

卷
四

四

八

頁
挿
岡
（
B

）

　
（

大
正

四
年
）

。

　

前
種
に

酷

似
す

る

も

更
に

翅
鞘

端
に

二

絞
を
有

す
。

各
翹
鞘
上

に

於

け
る

其

排
列

式

は
一

＋
一

な

り。

　

産
地、

全
日

本
。

　

　
ハ

四）

セ

ス

ヂ

ヒ

メ

カ

メ

ノ

コ

テ

ン

ト

ウ

　
　

　
　
　
，

　

　

　
  、唾．
§
爻 ，

嚢
蹇
ミ
＆
ミ

琶
『°
く

鬘
昏
馬

ミ
ミ
象

・

舅
【

晝
自

　
．

渠

飾

−

昆

蟲
世

界

第
一
九

卷
四

四

九

頁

挿

圖
（

D
）

　
（

大
正

匹

年
）

。

　

翅

鞘
上

の

七

全

く

淌

失
し
て

整
に

接
合

部
に

黒
條
を

止

む
る

に

遇

ぎ

す
。

　

産
地

。

全
日

本
。

　

　
ご一、

ナ

ワ

オ

ホ

テ

ン

ト

ウ

屬
（

新
稱
）

　

　

　
　

 
燕帰
ミ
o

鑿、
§
ミ
鳥丶
莓
σQ9

一゚
一
5
＜°

　

　

　

模

範
種
ー

ナ

ワ

オ

ホ

テ
ン

ト

ウ
（

改
稱…
）

　

魯
馨｝
ミ

亀
§

築

竜
耄
鼠

毳

累
ロ

鬟

窶【
孟

−
昆

蟲

世

界
第
一
八

卷
四

四

三

頁
（

大

正

四

年

　

　
及
一
九

卷
一

四
三

頁

第
一

圓

（

大
正

五

年
）

。

　

本

屬
名
は
一

見
オ

ホ

ク

ン

ト

ウ

屬
の
 ヤ

§
ミ
ミ
ミ

（

新
稱

）

に

艦
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（104）て き 就 に 屬 數 の 科 蟲 瓢 産 本 日

第
十
節
の

長
徑
は

短

徑
よ
b

小
な

b
。

末
飭
ほ

第
九、

十

兩
節
を

合
し
だ

る

も
の

を

殆

と
同

長

に

し
て

頂
端
は

僅
か

に

圓
味

を

帶
ぶ

。

　
胸

部
。

前

胸

背
の

最
廣
部
は

基

部
に

近
く

之

よ

り

前

方
に

至
る

に

從
ひ

て

次

第
に

狹
小

し
爾

側
は

殆
と
一

直
線
を
な

す
。

前

縁
は

淺
く
切

斷

せ

ら

る
。

小

楯
板
は

極
め

て

小

形
に

し
て

正

三

角
形

を
呈
す

。

前
胸
板

突
起
上

に

は

判
然
せ

る

二

龍
骨
線
を

具
ふ
。

中
胸

板
の

前
縁
の

中
央
は

〔

V
〕

形
に

灣
入

し

茲
に

前

胸

板
突
起
の

先

端
を

牧

む。

　

翅
鞘

、

し
か

ら

す、

鞘
端
の

可
成
前
方
に

於
て

相

合
す

。

　

晦
部

。

成

す
。

　

脚、

似
せ

る

大

形
種
に

適
用
す

。

蓋
し
前

胸
の

構

造
特
に

圓

味
を

帶
び

だ
る

翅
稍
の

肩
角
並

に

前

胸
板
上
の

龍
骨
線
等
は

學
術

上

新
屬
に

る

に

充
分
の

價
値
あ
る

も
の

と

信

す
。

　
觸

角
。

細

長
に

し
て

十
一

節
よ

り

成
り

第
二

節
は

第
三

節
よ

り

長
大、

第
三

節
乃
至

第
五

節
は

細
長

に

し
て

第
三

節
は

第
四

乂

は

第
五
篩

よ

り

少

し
く

短
か

し
。

第
四、

五

兩

節
は

略
肘
長
に

し
て

第
六

節
乃
至

第
八

節
は

次

第
に

短
縮
し

先
端
の

三

節
は

著
し

く

擴
大
し
て

長
棍
棒
賦
を

呈
す

。

　

　
∴

三

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

．

’
．
、

〆

笨
、

宰

　

鼠

　

ご、

ノ
4

　

　い
丶

π　’

FSg・1

Antenna 　（magnifiorl ・）

外
縁
は

園
く

特

に

肩

角
に

於

て

然

b
と
す

。

反

轉
は

著

　
下

面
疊
積
部
の

兩

縁
は
オ

ホ
・
ノ

ン

ト

ウ

屬

↓

異
b
翅

第
一

腹
飭
の

腿
飾
線
ば

簡
單
に

し
て

四
分
の
一

圓
を

形

後

脛

節
の

先

端
に

は

強

大

な
る

二

刺
を

具
ふ
．

　

本
屬
に

隷
す
る

も

の

本
邦
に
一

種
あ
参

5

　

　
　
ナ

ワ

ォ

ホ

プ

ン

ト

ウ

　

　
　
8、
鬘
ミ
聾

超
ミ

ミ
瀁
丶

§
、

耄
ミ

ミ
ニ
ハ

d
皆
留

日・

　

本
種

は

頗

る

大

形

に

し
て
一

見

オ

ホ

テ

ン

｝

ウ

¢

瀁
§
嚼

ぎ

ミ
＆

ミ
掣

ぴ

已
H［
g
域

F
　
に

酷…

似
す
る

も
前

胸
の

構
造

判

然
せ

る

龍

骨

線
、

斑

絞

其
他
に

よ

り

て

容

易
に

後
者
を
區
別
す
る

こ

と
を

得
。

　

形

牛
球
状
に

し
て

橙

黄
色

を

呈
し

黒

色
の

斑

絞

を
有

す
．

　

頭

部．

橙
黄
乃
至

黄
褐
に

し
て

點

刻

は

稍
大
な

む
。

複
脹

は

黒

色
觸
角
は

黄

褐
な

り。

　

胸
部。

オ

ホ

テ
ン

ト

ウ

硫
喚
§

嵩

讐
潮
8

く
、

§
蕊
身

已
踏

口
ZH

崖｝
峯・

よ

り

長
大

に

し
て

前

方
紅

稍
水

李
に

突
出

し

其
後
縁
楯

板
に

近
く

二

個
の

橢
圓
の

黒

紋

を

横
列
す
。

點

刻

は

頭
部
に

比

し

綱
微
に

し

て

密
な

り
。

　

小

楯
板

は

椎

黄
色
に

し
て

胸

部
と
同

様
の

點

刻
を

裝
墓

。

　

翅
鞘

。

斑
紋

　
排
列
オ

ホ

タ
ン

ト

ク

に

酷

似
す

る

を

以
て

後
種

と

誤
認
せ

ら

れ

易
き

も

本
種
の

斑

紋
は

概
し
て

小

形

に

し
て

且
つ

接
合

部
に

洛
へ

る

二

羯

明
か

に

分

離
し
而

も

後

縁
角
の
一

封

を
缺

如
と
す
る

を

以
て

容
易
に

後
者

を

識
別
す

る

こ

と
を

得
べ

し
。

爾

ほ

翅
鞘
外

縁
の

反

轉
部
の

後
者
よ

う

遙
に

狹
小

に

し
て

殊
に

後
縁

に

於
て

然
り

と
万
。

各

翅
鞘
上

に

於

け

る

斑
紋
排
列
の

樣

式
は
一

十
。。

＋
。。

な

り
。

點

刻
は

前
胸

背
に

於

け
る

も
の

よ

b
僅

に

小

形
な

る

に

過

ぎ

ざ
る

も

遙
に

疎
な

り
。

體
下

は

黒
色

な
る

も

脚
及
腹
板

の

周

縁
は

表

面
と

同

色
な

b．、

　

大
さ

　
長

徑
一

一

　、
一

二

粍、

短

徑
一

〇・
五

⊥
一

粍、

高
五

　

五・
五

粍、．
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卷 五 十 三 第 誌 雜 學 物 動（105）

　

産
取

。

本
土
（

岐
阜

、

京

都、

大

阪
）

、

四

國
（

香
川

、

高
知
） 、

九

州

（

臈
岡、

鹿

見
島、

宮
崎
）

。

　
　
四、

オ

ホ

7

タ

ホ
・
ニ
グ

ン

ト

ウ

屬
（

新
感冖
）

　
　

　
　
O
雲
ミ

ミ
σQ2

一

』
o
〈°

　
　

　
模

範
種
ー
オ

ホ

フ

タ

ホ

シ

テ
ン

ト

ウ
（

新
種
）

　
　

　
　
O
埀
苳
ミ
“

§
ミ
ミ
窒

ミ
。゚

サ

＝

o
＜．

　
本
屬
名
ば
二

紋
型
の

テ
ン

ト

ウ
ム

シ

唱
ミ
寒
§
§

駐

§
喚

こ

ミ
恥

勹
〉

昌「
に

類

似
せ

る

中
庸
大
の

壷
に

適

　

　

議

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
｝
　
d

用
す

。

蓋
し

輪
劃
後

者
よ

b

遙
に

圓

く

背

面

著
し
く

隆
起

し

殆

と
牛
球
妝
を

呈
す

．

　
頭
部

。

複
限
の

孕

を

超
へ

て

前

胸
下

に

穩
る

。

複
眼
は

圓
し

。

筋
角
は

細
長
に

し

て

十
一

節
よ

り

成
り

第
二

節
は

長
大
に

し

て

圓
柱

形

を
呈

す
。

a ，　Pro3temu 】ユ1

　　　（m 乱9且 i且ed ，〕

b　　　刃
「
elL七rh鼬1　： ｝｝d

　　　n 血 a ユsegm

　　　（m 贈 nL 且ed ．〕

c．　 Antenua ．

　　　（1コユx・　言nified 〕

鯵

讐

A ’

tK
’
「i

B

ご｛［yiC

　
　
　

　
　
　

　

第
三

篩
乃

至

第
五

節
は

紐
長
に

し
て

殆

ど
同

長
第
八

節
は

第

六
又

は

第
七

節
よ

b
僅

に

短
し

。

先

端
の

三

飾
は

擴
大

し
て

長
棍

棒
を

構
成
し

末
節
の

頂
端
は

稍
尖
れ

り
．

　
胸
部。

前
胸
板
の

兩
側
は

淺
く

箔
入

し
其
前
縁
乃

至

外

縁
は

狹

く

隆

超
す

。

龍
骨
上
に

は

剣
然
せ

る

二

線
を
裝
ふ

。

中

胸

板
の

前

縁
は

中
央
に

於

て
〔

V
〕

形
に

灣
入

し

鼓
に

前
胸

抜
突

起
の

先
端

　

を
收
む．

　
　

翅
鞘

。

頗

る

倒
く

背
面
は

孚
弧
駿

に

膨
起

す。

外
縁
は

著
し
く

　

反

轉
し
下

面
疉
績
部
は

廣
く
斜
な

り．

　
　

腹

部
．

第
一

腹

節
の

腿
節
線
は

簡

單
に

し
て

該

節
の

後
縁
に

沿

　

ひ
て

殆

と

外
側
泡
走
り
ー
τ

圓
を

形
成
す

。

　
　

脚
。

後
脛

節
は
到
然
せ

る

先

端

刺
を
缺
く

。

爪
は

分

裂
せ

す
。

　
　

　
　
オ

ホ

フ

タ

ホ

シ

テ

ン

ト

ウ

　
　

　
　
O
の

§←
ミ

黛
ミ
§
ミ
象

書

咢
＝

6
く、

　
　

杢

體
黒

色
に

し
て

翅
鞘
上

に

二

大
赤
紋
を

有
ー、

一

見
二

紋
型

　

の

プ

ン

ト

ウ

ム

シ

に

類

似
す
る

も

後
種
よ
り

遙
炉

に

圓
ぐ

殆

ど

牛

　

球
歌

を

呈
し、

斑
紋
も

亦

極
め

て

大
な

　

る

を

以
て

容
易
に

後
者
と

識
別

す
る

こ

　

　

　
　

　

蕣

籌

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
ぢヘ
ヴョ

　

と
を

得
。

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

3
　、
　
　

藩

，、

　
　

頭

部
。

黒

色
に

し
て

稍
大
な

る

點
刻
　

恥

　

を
密
布
す

。

複
眼
は
黒

色

觸
角
は

赤
褐
　
　
　
　
　
　 ．

鑿

　

な

b
．

　
　

胸

部。

前
胸
背
は

黒
色
に

し
て

前

縁
角
は

殆

と
四

角
形
に

黄
白

色
を

呈
す

。

點

刻
は

頭

部
と

殆
ど
同

樣
な

り
。

小

楯
板
は

前
胸
背

，

と

略
同
大

に

點
刻
せ

ら
る

主

も
剣
然
せ

す。

八

　

翅

鞘
。

黒
色
に

し
て

各
翅
鞘
の

中
央
に

頗

る

大
な
る

→

個

の

赤

　

色

紋
を

装
ひ

其

外
縁
に

は

僅
に

細
き

地

色
の

縁
を

殘
す
に

遏
き

す

　

點

刻
は

最
粗
大
な
も
。

　
　

體
下

。

全

部
黒
色
に

し
て

腹
板
の

周
縁
の
み

僅

に

黄

褐
を
呈
す

。

　
　

大

さ

…

長

徑
六
・
二

粍
、

短
徑
六

粍、

高
二

粍。

　
　

産

地
．

九
州
（

大

隅
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